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第152回 特定非営利活動法人 治験ネットワーク福岡 
倫理審査委員会 議事録概要 

 

開催日時 2025年 7月 1日（火）16時 45分 ～ 18時 14分 

開催場所 九州大学医学研究院 基礎研究Ａ棟 セミナー室2（福岡市東区馬出3-1-1） 

出席委員 
瓦林達比古委員長，樗木浩朗副委員長，安波洋一委員，山本英彦委員， 
柳川堯委員，永田一志委員，島晃一委員，河原直人委員※，庭山明子委員， 
尾上真美委員 

欠席委員 —（※河原直人委員は①の審議に途中参加、②の報告に不参加） 

議題及び審議
結果を含む議論

の概要 

【審査事項】  
1. 臨床研究の実施の適否 
＜新規＞ 
① しゃもじプレートを用いた母指 CM関節症に対する第 1中手骨骨切り術の術後短期

成績 
研究責任者：医療法人 溝口外科整形外科病院 整形外科 曽根崎至超 
研究機関：医療法人 溝口外科整形外科病院 
・臨床研究の実施の適否について審議を行った。 
説明者より、研究の概要について説明があった。委員より、対象患者が情報公開文書
を読み自分のことと容易に認識できる記載を追加するよう意見があった、また、対象設
定について、対象期間中の同手術全数と、今回対象から外した 1 年の観察不可能例
の理由についても、研究計画や結果公表の上で考慮することとの意見があった。研究機
器について、医療機器承認、臨床上の使用状況や他院での成績報告状況、金額、
保険収載などの確認があった。有用性の評価方法や評価基準について、また研究目的
や今後の展望について質疑応答があった。 
説明者退席後に陪席者より委員に対し、医療機器の概要の補足と、個人情報管理
や研究方法などの事前指摘内容について報告があり、これについて議論された。その
他、医療機器の承認過程でのデータ取り扱い、倫理的な問題の有無について議論があ
った。研究デザインについてコメントをつけ、情報公開文書及び研究計画書の記載修正
を求めることとし、継続審査とした。 
審査結果：継続審査 
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2. 報告 
＜終了報告＞ 
② Anamorelin 投与が非小細胞肺癌患者への複合免疫療法に与える影響の前向き

観察研究 
研究機関：22機関 ※当委員会において審査した研究機関 
事務局より、研究の終了報告を行った。委員からの事前照会事項及び研究者回答と
して、研究対象者のうち後治療を行った方の割合を報告し、後治療の内容については
本研究では収集していない旨述べた。そのほか、委員から特に質問、意見はなかった。 

 

特記事項 — 

以上 


